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 ここ 南三陸町、それ から ここ 小出谷 地区 も です ね、 海 の 幸 と 山 の 幸 に すごく 恵まれ 
て おり ます 。えーと 、そう です ね、 食べ物 も 豊富 です し、 美味しい です し 、なん か こ
の 素晴らしい この 景観 て いうか 、なんか こう いう 感じ の もの、 なかなか 経験 でき ない 
と 思う ん です ね。 えー、四季 折々 の 風景 も あり ます し 、お 米 も 取れ て 野菜 も 取れ て 
お 魚 も 取れ て 、なん か すごく 私 は 幸せ だ と 思っ て おり ます。 です から、 まあ、 こう 
いう こと を 伝え て いき たい か な と 思っ て ます。 皆 さん 優しい ん です よね。でー、あ
のう、 特に 、まあ、 ここ だけ で は ない と 思い ます が 、地域 の 人 たち の 繋がり が 深い 
です 。助け合い。 それ だ と 思い ます。  

 自然 に 恵まれ てる ところ で 、ちょっと 私、 ちょっと 野菜 作り と か し てる の で 、山菜 
採り と か 野菜 作り 、なんか、何 で も でき、 何 で も できる、 どんな こと で も できる か 
なっ て、 あの 震災 後 に、 震災 を 経験 し た こと に よっ て 、いろいろ 今 挑戦 し て いる ん 
です。 はい 。な の で、 また これ から も、 この 先 も 、ちょっと トライ し て み たい な と 
思っ て ます 。 

 えー、震災 後 に です ね、 ま あ、普通 の 生活 に なっ た 時 に 、まだ この 歳 で も 頑張れ
る か な って 思っ て 、はい 、始め まし た 。ここ の 仕事 に つい て 、私 は ４ 年 ぐらい に 
なり ます。 で、 いろんな お 客 様 、まああの、 学生 さん、 今回 も そう です けど も、 海外 
から の 方 も 大勢 いらっしゃっ て まし て、 えーと、私 は もちろん 英語 も 中国 語 も 話せ 
ませ ん が、 それ なり に こう いろいろ と、こう 身振り 手振り で お 話 を する こと が でき 
て、 それ が すごく 、あの、 活気 に 、私 の エネルギー の 元 と なっ て おり ます。えーと、 
毎日 が 楽しい です。 接客 業 は あの 嫌い で は あり ませ ん し 、いろんな 方 と お 話 できる 
こと が すごく 楽しい です。 

  震災 前 は 、私 は 、あの、 主人 を 亡くし て 、二人、 息子 と 二人 だっ た ん です ね。 
で、まあ、 普通 の いつ も の 生活 でし た。 震災 起こっ た 時 は 、えーと、町 の 高野 会館 
に おり まし た ね。 で 、そこ で ４百 人 か ５百 人 ぐらい の 方らと 一緒 に 、次 の 日、 3 月 
11 日 が 震災の 日 な の で 、12 日 に、えーと、 帰っ て き て から です ね、 これ から 電気 
の ない 生活 と、 あのー、 水道 の 水 の 出 ない 生活 と どう やっ て 過ごそう か と 考え なが
ら 帰っ て き まし た 。えー、で も 、なんか 、子供 の 頃 に 経験 し た こと を 思い出し て、 
日々、なんていうかな、 あの 、こうすれ ば もっと、 あの、 暮らせる か な って 毎日 そう い
う こと 考え ながら 暮らし て まし た の で、 5 月 の 15 日 に 電気 が つい た ん です ね。 そ
れ まで の 間 、まあ、 約 二 ヶ月 くらい です けど も、 いろんな 工夫 を し まし た。 アイデ



ア も 出 まし た 。津波 の 経験 を し た 時 に 私 は 、あの、 まあ ここ の 近く に 住ん で まし 
た の で、 私 が 子供 の 頃 に 経験 し た  電気 と か 水道 と か ない 生活 です ね 、それ は 経験 
を し て おり まし た 。 さ ほど 苦しい と いう こと は あまり 感じ ませ ん でし た の で、 あ
の 、また 、いずれ こう いう こと が 起き た 場合 に、 あの、 その こと を 活かし て いき た
い な と 思っ て おり ます。  

 日本 だけ で なく て 、あの、 世界、 今 すごい 便利 に なっ て ます よ ね。 普通 に 、あ
の、 こう いう ふう に 涼しい とこ で 暮らし て と か、 もう 何 で も 手 に 入り ます よ ね 。
お 金 を 出す と。 で も この 震災 で 、こう 何 も なくなっ た 状態 に なり ますと、 本当に、
あの 、すごい 、なんか 昔 の 生活 が すごく あの 役 に 立ち まし た の で、 経験 を し まし た 
の で 、なんか 、たまに は なん か、 ちょっと 、その ちょと 贅沢 な 暮らし から 離れ て みる 
の も いい か なっ て 思い ます ね 。ちょっと、 素朴 な 暮らし と 言い ます か ね。お 金 を 持
た ない で ちょっと 生活 し て みる と か 、自然 の 生活、 いい ん じゃ ない か なあ なんて、 
私的 に は そう 思い ます。  

 次男 夫婦 の 自宅 も、ちょっと 、あの、電気が  つか なく て、 一 か月 ほど 家 の 方 に 一緒 
に 暮らし て まし た。 それ で、 孫 が いる ん です が、 その 孫 に あの 震災 の 被災 状況 を 
見せ て、 いろいろ お 話 を し て 、ま あ、 これ から の、 あの、 若い 人 たち です ね、 息子 
の その 次 の 世代 の 方 達 と、 時々 この 話 を し て 、私 は こう いう 経験 を し まし たって 
いう こと、 こう お 話 を し て、 伝え て いき たい と 思っ て おり ます。 そう です ね 、津波 
の 経験 大変 でし た けど 、まあ 、でも、なん か これ に よっ て 、今後 も ない と は 言え な
い です よ ね 。です から この 経験 を 無駄 に し ない と いう こと です か ね。 それ を 心 に 
留め て おき たい と 思っ て おり ます。 はい。 


